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金沢市への提言事項2022

大筋：今年度(2021)実施してきたことを如何にして 

定着させるか 

加速させるか 

新規開拓させるか 

に尽きると考える．



改善手法として

巷では，「PDCAサイクルからOODAループへ」と言われる事が多いが，山野市長による意思決定が大いに

関わって来ていると思います．それに対して，市役所職員からのボトムアップが相乗効果として非常によく現

れた半年間のイメージでした．そういう点では， OODAループを体感出来たDX会議に参加出来たことは私

としても非常に刺激的です．



デジタル化に対する提言(1)

大原則として、デジタル化だけでは必ず失敗する。 

DX = (Digital Transformation)  ※デジタル変革 

人を中心とした変革が必須条件。デジタルだけ進むと弊害の方が大きい。(作業量や仕事

量は増えるだけ) 

2021年度は、市役所における職員を中心としたDX化が実施されていたが、市民に対し

てはこれらの事が伝わっていない感じが否めない。 

「広報を活発にする」という提案もあるが、市民にとっての自分毎には成りづらい。 

では、「シビックテック活動に市民が集まるのか？」というのも実は難しい。



デジタル化に対する提言(2)

これからエコシステムとして市民と一緒に考えていく仕組み・座組みが必要となってくる。 

一過性のものではなく、連動しながらDXを体感できるものが求められる。 

いくら素晴らしい事をしていても、市民がそれを享受する機会がなければいけない。 

「市民に見せる・市民が考える・市民が参加する」仕組みを考えていく必要がある。 

デジタル化は格差を作るものではない。全ての市民にとって、不公平を無くす事もできる。 

必要な情報が必ず必要な市民に届く仕組みを作れる。(福祉、医療、児童、給付、e.t.c) 

市民の裁量だけに任せるだけでなく、デジタル化やAIによって、市民にサービスを届けやすく

なる。



(具体案) AIセンサーによる交差点の見える化
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オープンデータ所感 

- 構造化データ 

- CSVやEXCEL 

- プログラム(計算機)とし

て扱いやすいが、本当

に必要なるのは、プロ

グラムではなくて、ど

うやって問題を解決し

ていくかのアイデア。 

- アイデアは、構造化手

法のみでは表現できな

い。ここが都市OSとし

ての難しいところ。 

- 構造化がメインとなっ

てしまい、利用し易さ

がなければ、ただの

データ。



地域先端都市への展開： 

IT系の用語にも似たような言葉(アジャイル)

アジャイル開発 

スクラム開発 

サービス工学

目標 

(デザイン)

構成

サービス 

(使用)モノ 

(実装)

分析結果

創造 

(改良)

情報学科・専攻協議会2021 中島 秀之（札幌市立大学）



目標 

(デザイン)

構成

サービス 

(使用)モノ 

(実装)

分析結果

創造 

(改良)

情報学科・専攻協議会2021 中島 秀之（札幌市立大学）

アジャイル教育 

従来はウォーターフォールモデル教育　 

   - 大学卒業して、仕事に就く 

今後はアジャイル教育 

   -  教育と実践の早いループ構造 

 リカレント教育の流れを生かすべき 

　  - KIT情報技術教育の充実がキー 

     - KITコーオプ教育も中身の実質化 

　  - 入学から卒業で終わりでない教育 

     - 学生と社会人を行き来可能な教育 

     - 短期のインターンやハッカソンも重要 

地域先端都市への展開： 

IT系の用語にも似たような言葉(アジャイル)



金沢を日本の地域先端都市

地域 

貢献

教育

研究

 地域貢献 

   - 地(知)の中核となる。 

 そのための教育を実施 

   -  リーダーを育てる 

 そのための研究

地域産業の受け皿であるべき 
・北陸の産業は疲弊している。東京に頼っては 
　いられない。地域先端都市の中でのKITの存在は？

少子高齢化 
・全国から学生を集めるのも重要だが北陸の雄 
   にならないと生き残れない。(地域学術の受け皿)

研究のための研究ではない 
・世界を席捲するより、どれだけのイノベーション 
　の種(seeds)が作れるかが重要。

これまで金沢市としても、地域先端都市としての試みは意識されている。 

 ITビジネスプラザ武蔵 

 未来のまち創造館 

 NT金沢、e-messe, MEX金沢、ビジネス創造フェア・・・



Diversity(多様性) と Inclusion(包摂)
SDGs未来都市としての金沢 

学都としての金沢 

国際化都市としての金沢

学都金沢

SDGs未来都市

の企業

国際交流都市 

金沢

金沢に集う

多様な特性を有する

人たち

プロジェクトデザイン教育 

リカレント教育 

コーオプ教育

プロジェクトデザイン教育 

障害者に対する教育支援 

福祉支援策(専門家派遣)

障害者雇用支援 

支援員の派遣



来年度(2022)RITへ。

アメリカNY州のロチェスター工科大学(RIT)に客員研究員。 

ロチェスター市は、人口20万人の都市。 

RITは、アメリカの名門工科大学の1つと評されており、特に工学、コ

ンピューター科学、イメージ科学、写真・芸術などにおいて有名な存在。 

コーオプ教育の原点 (大学と企業が共同して人材育成を行う) 

D&I教育の原点(USの国立聾工科大学NTIDが併設されている。)



RITでの講義風景 (D&I教育)

 2016年11月18日 RITキャンパス 

 現役日本人教員による初めての一般講義

を実施した。 

 講義には RIT学生に加えて、NTID学生

も参加している。 

 講義中に、私の英語に対して、同時に手

話通訳やクラスノート補助が充実。 

 ここに本当の意味でのinclusionのあり

方が潜んでいる。 

 RITにとっても、NTIDにとってもWin-

Winの関係が結べている。



コーオプ教育(RITと企業との関係)

RITは、学部5年制の大学である。 

1-1.5年の実務経験が卒業要件になっている。 

ロチェスター市には、コダック、ゼロックス、ITTなどの国際

的な企業がある。(学内にトヨタ自動車の生産システムラボ)



コーオプ教育(RITと企業との関係)

 シニアデザインの授業見学 

 特に時間が定められていない 

 教員のみならず、企業スタッフも

学生支援に来ている。 

 学科横断型のチームプロジェクト

を行なっている。 

どれも日本の大学や企業では行われ

ていない。



Diversity(多様性) と Inclusion(包摂) 

そして，地域先端都市に向けて必要な事

学都金沢

SDGs未来都市

の企業

国際交流都市

金沢

金沢に集う

多様な特性を有する

人たち

金沢市が、D&Iにてトップを行くことで、 

金沢への人材流入面・企業の特異性・大学の

あり方．に変革を示せる。

地域 

貢献

教育

研究

 地域貢献 

   - 地(知)の中核となる。 

 そのための教育を実施 

   -  リーダーを育てる 

 そのための研究
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